僕 は これら を 必ずしも 悪い ことと は 思 つて ゐ ない。 

うち 

この 三つの 心持ち は、 同時に 僕 自身の 中に も 存在して 

ゐる。 僕 は 筋の 面白い 小説 を 愛読して ゐる。 それから 

僕 自身 の 生活に 遠い 生活 を 書いた 小説 も 愛読し ない こ 

と はない。 最後に、 僕 自身の 生活に 近い 小説 を 愛読し 

てゐる こと は 勿論で ある。 

然し、 それらの 小説 を 鑑賞す る 時に、 僕の 評価 を 決 

定 する もの は 必ずしも、 それらの 気持で はない。 若し 

僕が (読者と して) 世間の 小説の 読者と 違って ゐ ると 

するならば、 かう 云 ふ 点に あると 思って ゐる。 では 何 

が 僕の 評価 を 決定す る かと 云へ ば 感銘 の 深さと でも 云 
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